
まちの話題

さくらがわ　2018.9.17

7月4日

Ｊ
Ｒ
岩
瀬
駅
前
通
り
を
中
心

に
、
岩
瀬
駅
前
夏
祭
り
が
開
催
さ

れ
、
神
輿
と
山
車
が
通
り
を
賑
や

か
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
昭
和
20
年
代
後

半
に
岩
瀬
東
区
・
西
区
、
犬
田
地

区
で
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し

た
。祭

り
に
は
、
神
輿
10
台
と
山だ

し車

７
台
が
集
い
、
威
勢
の
良
い
掛
け

声
と
お
囃は

や
し子
で
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。

約
４
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
真

壁
衹
園
祭
が
開
催
さ
れ
、
真
壁
の

伝
統
的
な
町
並
み
の
中
を
、
若
衆

た
ち
に
よ
っ
て
曳ひ

か
れ
た
山だ

し車

が
、五
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

23
日
に
五
所
駒
瀧
神
社
を
神
輿

行
列
が
出
発
し
、
24
日
か
ら
は
高

上
町
・
仲
町
・
新
宿
町
・
上
宿
町

の
若
衆
た
ち
に
よ
る
山
車
の
引
き

回
し
が
行
わ
れ
、
26
日
の
神
輿
還

御
に
よ
り
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

衹
園
祭
に
は
多
く
の
見
物
人
が

訪
れ
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

大
和
桜
川
水
利
組
合
（
廣ひ

ろ
さ
わ澤

光こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
組
合
長
）
の
３
名
と
桜
川
市

報
徳
仕
法
研
究
会
の
舘た

て
の野

義よ
し
ひ
さ久

代
表

が
、
二
宮
尊
徳
の
生
涯
を
描
い
た
映

画「
地
上
の
星
～
二
宮
金
次
郎
伝
～
」

の
製
作
状
況
の
確
認
と
寄
付
金
贈
呈

の
た
め
、
小
田
原
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。

二
宮
尊
徳
が
築
堰
し
た「
青
木
堰
」

に
ゆ
か
り
の
あ
る
同
組
合
は
、
加か

と
う藤

憲け
ん
い
ち一
小
田
原
市
長
が
同
席
の
も
と
、

映
画
監
督
の
五い

が

ら

し

十
嵐
匠し

ょ
う

監
督
に
寄

付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

第
55
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車

茨
城
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
団
体

の
部
で
桃
山
学
園
が
優
勝
を
収

め
、
小こ

み
ね峯

隼し
ゅ
んさ

ん
（
桃
山
学
園
６

年
）
が
個
人
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
、
県
内
各
市
町
村

の
小
学
校
か
ら
４
名
の
児
童
が
参

加
し
、
学
科
と
実
技
試
験
で
点
数

を
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
８

月
８
日
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
し
、
団
体
の
部
で
８
位
入
賞

と
健
闘
し
ま
し
た
。

7月21日～22日

7月17日

7月23日～26日

交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会
で

�

桃
山
学
園
が
優
勝

華
や
か
に
飾
ら
れ
た
山
車
が

�

五
町
内
を
練
り
歩
く
真
壁
祇
園
祭

大
和
桜
川
水
利
組
合
の
皆
さ
ん
と

桜
川
市
報
徳
仕
法
研
究
会
舘
野
代
表
が

�

小
田
原
市
役
所
を
訪
問

神
輿
と
山
車
で
盛
り
上
が
る

�

岩
瀬
駅
前
夏
祭
り

（右から）加藤小田原市長と五十嵐監督、舘野代表、
大和桜川水利組合の皆さん

交通安全子供自転車茨城県大会で優勝した 
桃山学園の皆さん

五町内を練り歩く華やかに飾られた山車
岩瀬駅前通りを掛け声とお囃子にあわせて 

練り歩く神輿


